





　平成 20 年度告示の小学校学習指導要領が平成 23 年度から完全実施される。従前のゆとり教育における分数指

















である。そのため、分数概念はそれまで第 3 学年で 1






























例えば、第 3 学年で 1 未満の分数について学ぶ。こ
のとき、分数の概念を形成できればよいが、不幸に
して習得不十分で落ちこぼれていても、第 4 学年で 1
を超える分数を学ぶ。このとき、スパイラル方式の分
数指導カリキュラムであれば、第 3 学年の 1 未満の


















































［第 2 学年］A 数と計算
（1）　 数の意味や表し方を理解し、数を用いる能力を
伸ばす
　オ　1 ／ 2，1 ／ 4 など簡単な分数について知ること






























































作を基にして、「きちんと 2 つに分けた　1 つ分」だと
言う。これを捉えて「二分の一」と言う数学的な表現



















の量ではなく、1L や 1 ｍといった普遍単位で表され
る量を基準量としている点である。
　1L の水や 1 ｍのテープを何等分かした大きさや
1L や 1 ｍで測定した時の端数部分の大きさを表す場
合用いられる分数が、「量分数」である。
　例えば、1 ｍを単位にして測定したときの端数の量が
あるとき、1ｍを 3等分した 1つ分の大きさを 1／ 3ｍ、
2 つ分を 2 ／ 3 ｍのように表す場合である。これらの
分数が量分数である。第 3 学年で、1 ／ 3 を取り扱うが、
1／ 2と比べて格段に抽象度が高くなっていることに注
意すべきである。第1に、3等分する操作（manipulation）
は、2 等分する操作と比べて格段に難しい。第 2 に、1










　圓井が下記の問題で 2010 年，12 月に、自分の学
校の第 5 学年、第 6 学年で調査したところ分割分数
から量分数への移行は良好でないことが分かった。




かどうかの正答率は、5 年生 55％、6 年生 58％であ
る。きちんと理由付けて正しく正誤選択した 5 年生





















　　0.2  …0.1 の　2 つ分
と捉えてきた。それと同様に




　量分数は、1L や 1 ｍを等分した幾つ分という
見方で分数を捉えるものである。この分数の捉え　
方には、限界がある。例えば、3 ／ 4L という分数は、
量分数の概念ではあり得ない概念である。それは子
どもにとって、1L を 3 等分した数量は 3 つ分までは
存在するけれども、4 つ分は存在しないからである。
これに対して数としての分数は、1 ／ 3 を単位にして
その 4 つ分なのでこのようなズレは生じない。











例えば、1 ÷ 3 ＝ 0.3333…となり、有限小数で表せ







量 b の 3 ／ 5 倍になっているとき、「a は b の 3 ／ 5」
と表す。このような分数を、「割合を表す分数」という。
割合を表す分数 3 ／ 5 は、単に割合を表しているの













きていない子どもが多いという課題がある。1 を 3 等

















スを 1 個の大きさは分数で表すと 1 ／ 6 である。
　しかし、正三角形のピースを 7 個取った場合、教
師の期待するように 7 ／ 6 と表すであろうか。残念





/b なのに文字式では ac/b となり、整合性がつかない
のである。
　要因は 2 つ考えられる。第 1 の要因は、正六角形









　1m のテープを 5 等分して 1 ／ 5m を作り、じゃん





　　第 1 次　1 を超える分数　　　　　3 時間
　　　第 1 時　1 を超える分数の表し方（本時）
　　　第 2 時　いろいろな分数
　　　第 3 時　仮分数と帯分数の関係
　　第 2 次　分数の足し算と引き算　　2 時間
　　第 3 次　数直線と等しい分数











　 　1 ｍを 5 等分して、その 1 つ分が 1/5 ｍであるこ
とを強く意識させる。









　 　そこで、じゃんけんゲームの結果、1 未満と 1 を
超える場合が生まれるので、まず、1 未満の場合を
取り上げて分数表現させ ､これを基にして 1 を超え
る場合を取り上げ､帰納的に考えさせるようにする。
　こうして、1 ／ 5m が 3 本で 3 ／ 5 ｍ、1 ／ 5m が
4 本で 4 ／ 5 ｍと分数で表した後、1 ／ 5 ｍが 6 本 ､7
本では分数でどのように表せばよいかを帰納的に考














C　 1 ／ 5 ｍです。理由は、1 ｍを 5 等分した 1 つ分
だからです。　　　　　　　　　　　　　　　









の持ち分のテープの本数を確認させ ､ 全部で何 m に
なるかを問いかける。1 ｍ未満は容易に分数で表現
できるが、1 ｍを超える 6 本、7 本分は ､ 分数でどう
表現してよいか戸惑っている危機的場面を取り上げ ､
本時の課題を設定させるようにする。
C　私は 4 本持っているので 4 ／ 5 ｍだわ
T　 そのようだね。相手の A さんは 6 本持っているけ
れど、何 m になるのですか。
　　困っているようだけど、どうしてかな？
意図的に 1 ／ 5m のテープが 6 本になり、それを分
数でどう表してよいのか戸惑っている A 児を指名し、
そのわけを言わせるようにする。







1 ／ 5m の 6 つ分のテープの長さを分数でどう表現す
ればよいかを考えさせる。結果だけでなく ､ どうし
てそう表現してよいのか ､ その根拠を既習の 1 未満
の分数の表し方を基礎にしてノートに記述させるよ
うにする。








　一般に ､ 個別指導は机間指導する中で ､ 個別にヒ
ントカードを与えたり、助言したりすることが多い。
　しかし、授業構想でも述べたように、指導者は 
1 ／ 5m が 3 本で 3 ／ 5 ｍ、1 ／ 5m が 4 本で 4 ／ 5 ｍ











　そこで、まず、1 ／ 5 ｍの 3 本分、4 本分の場合を
取り上げて説明させ ､ その根拠を、筋道を立てて ､
テープを使ってビジュアルに説明させるようにする。
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量としての分数から数としての分数への移行を図る分数指導の研究
C　B さんは ､3 本だから 3 ／ 5 ｍです。
　　このように ､1 ／ 5m の 3 本分だからです。
C　4 本分だと ､4 ／ 5m です。
　　わけは、1 ／ 5m の 4 本分だからです。




T　3 ／ 5 や 4 ／ 5 の分数について聞きますが、
　　「分子」の 3 や 4 は何を表しているのかな。
C　 （少し戸惑う）えーと。1 ／ 5 ｍのテープの本数
です。
C　分子は、幾つ分を表しています
T　では ､「分母」の 5 は何を表しているのかな。
C　（こちらの方が ､反応が鈍く ､挙手も少ない）
　　えーと。1 ／ 5 ｍの 5 です。
C　 単位になる分数の大きさを表していますこうし
て、分母・分子の表す意味を捉えさせた後、1／ 5ｍ
が 6 本、7 本の場合、分数ではどう表したらよい
かを説明し、伝え合う活動に移る。
C　Aさんが取った長さは 6／ 5ｍになると思います。
　　わけは、1 ／ 5m が 6 本だからです。
C　 6 ／ 5 ｍだと分母の 5 よりも分子 6 の方が大きく
なって、変です。そんな分数ってあるのですか。
T　 確かに ､ 分子の方が大きくなって変な感じがしま
すね。この表し方は間違いでしょうか。　　　　
それとも、これでよいのでしょうか。
C　 よいと思います。わけは、分母の 5 は 1 ／ 5 ｍの
5 を表し、分子の 6 は ､ テープの本数の 6 本を表
しているのだから、これでよいと思います。
C　 賛成。私も 3 ／ 5 ｍや 4 ／ 5 ｍのときと同じよう
に、分数の分母の 5 は 1 ／ 5 ｍを表し ､ 分子の 6
は 1 ／ 5 ｍのテープの本数を表しています。だか
ら、6 ／ 5 ｍと表すのは正しいと思います。
C　付け加えがあります。
　　1 ／ 5 ｍが 3 本で・・・3 ／ 5 ｍ
　　　　　　　4 本で・・・4 ／ 5 ｍ
　　　　　　　5 本で・・・5 ／ 5 ｍです。
　　これらと、同じように考えると、
　　1 ／ 5 ｍが 6 本で・・・6 ／ 5 ｍ






の 6 本分を 6 ／ 5 ｍと表せることを共通理解させた。
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　長さは連続量であるが、1m を 5 等分して切り取ら










り、児童は既習の 1 未満の 1 ／ 5 ｍの 3 本分、4




の 1 未満の分数表現の仕方を拠り所に、1 を超え
る大きさを「1 ／ 5 ｍの　幾つ分」という考えで、





　授業中の発言の中にも「6 ／ 5 ｍなんて変です」が








　説明し、伝え合う活動においても、1 ／ 5 ｍが 3 本
分、4 本分を取り上げて分数表現させ、これを基礎に
して、6 本分、7 本分を帰納的に、形式不易の原理で

















ｍは説明できても 6 ／ 5 ｍは説明付かないのである。
　そこで、1 ／ 5 ｍのテープをじゃんけんゲームで取
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A Study of Fraction Teaching for Changing it from as Quantity to as Number
The Course of study for elementary school notiﬁed in 2008 is enforced from 2011．
Fraction Teaching in relaxed education had been taught in a concentrative way．
It had taught concept of fraction in the fourth grade, and calculation of it in the sixth grade．Since it aims to 
enable students to acquire primary ／ basic knowledge and skills, new fraction teaching changes a method 
from a concentrative way to a spiral way．In this new curriculum，fraction teaching starts in the second 
grade．The most important problem for teaching concept of fraction is to change their image for fraction and 
teach concept of fraction not “as quantity” but “as number”．Thus, the study focuses on the problem how 
we should change our teaching from “fraction as quantity“ to “fraction as number ”in order for students to 
grasp “the concepts of fraction as number“ ,and reveals points for this teaching
practically and empirically．
Key words：concept of fraction，quantitative fraction, fraction as number，unit fraction
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